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令和２年度教育課程研究指定校事業（地理歴史科）

歴史領域科目，地理領域科目について，社会的事象の「歴史的な
見方・考え方」や，「地理的な見方・考え方」を働かせ，「主体
的・対話的で深い学び」の実現を図る授業実践の研究



Ⅰ 本校の概要
１ 本校の紹介
２ これまでの流れ

Ⅱ 本校における教育課程研究指定校事業
１ 研究テーマ及び研究仮説
２ １期目（２年間の成果と課題）

３ 今年度（第２期１年目）の取組
（１）「歴史総合」に向けた取組
（２）「地理総合」に向けた取組

Ⅲ 課題と今後の取組
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本日の発表



●創立 １８９６年

●所在 徳島県美馬市

（西部の中山間地域）

●特徴 県西部の進学校

SSH指定校 ※現在第３期１年目

●生徒数 554名 1学年：5クラス
卒業生２３,０００名以上

※令和２年４月1日時点
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本日の発表



１.研究テーマ及び研究仮説
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２. １期目（２年間）の成果と課題
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３.今年度の取組

・｢単元を貫く問い｣を明示し，単元全体で「現代の諸
課題」を思考する授業を実践
⇒各時間の目標を提示し，その積み重ねによって単元の学習を
理解できる単元構想を設定した

・アンケート結果を反映させた授業改善

・指導と評価の一体化をさせた単元構想
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３.今年度の取組

（1）「歴史総合」に向けた取組

文部科学省と県教委との研究協議会 「歴史総合」を見据えた授業実践
9
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【全体】

・現在そして将来を力強く生きる力の育成

【歴史】

・歴史的な見方・考え方を働かせて物事を捉えることができる生徒

・歴史で学習したことを活用して，現代の諸課題について思考・判断・表現できる生徒

・地理的な見方・考え方を取り入れて歴史的事象について捉えることができる生徒

【地理】

・地理的な見方・考え方を働かせて物事を捉えることができる生徒

・地理的な視点から，現代の諸課題について思考・判断・表現できる生徒

・歴史的な見方・考え方を取り入れて地理的事象について捉えることができる生徒

本校地理歴史科の育てたい生徒像



生徒アンケート（３年歴史・５月）
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生徒アンケート（２年歴史・５月）
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生徒アンケート（歴史・５月）

・読み取りへの苦手意識
・地理的な視点が意識
できていない
・授業と現代の諸課題が
結びついていない

分析結果

※生徒の実態やアンケート結果
を踏まえ授業改善，単元構想へ
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（１）「歴史総合」に向けた取組

①育てたい生徒像
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告
（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」
・単元構想（５時間相当）
・オンラインによる第１時の研究授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）
・第２～５時の実践

（２）大項目Ｂ「近代化と私たち」 中項目（２）「結び付く世界と日本の開国」

※昨年度の内容を見直して実践

・単元構想（５テーマ１０時間相当）の単元構想

・校内での第４時の公開授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）

③本年度の取組の特徴

④考査問題についての課題と改善

⑤評価についての課題
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小単元 主要概念（ＳＱ） 歴史的な見方・考え方

Ａ歴史の扉
（１）歴史と私たち
小単元のＭＱ
「19世紀末から徳島
にはどういう変化が起
こったのか。それはな
ぜか。」

ＳＱ「「問い」への「答え」を導くのに必要なのは，どのよ
うな資料か」 19世紀末を境に変化する

藍産業の推移

藍産業の推移に関係する
世界や日本の産業革命
＝国や地域をまたぐ事象
相互のつながり

ＳＱ「他者が述べる「答え」を比較しよう

ＳＱ「資料に触れよう」

ＳＱ「情報を共有しよう」

ＳＱ「「問い」に対するあなたの「答え」を出そう」

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・単元構想（５時間相当）

（１）「歴史総合」に向けた取組
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（１）「歴史総合」に向けた取組

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・単元構想（５時間相当）

学習指導案より一部抜粋

７ 単元の目標

• 19世紀末から徳島の藍産業の発展や地域の状況の変容について，日本や世界
の変化と結び付いていることを理解する。

• 自身の課題を踏まえ，必要な資料を収集，選択し，読み取った内容をまとめる。

• 19世紀末からの徳島の藍産業や物流の仕組みの変化に着目して，徳島の歴史
と日本及び世界の歴史との関連性について考察し，表現する。

• 徳島の事例を基に，地域と日本や世界の歴史の関連性について振り返り、次の
学習とのつながりを見出そうとする。
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・自身の課題を踏まえ，必要な資
料を収集，選択し，読み取った内
容をまとめている。
・19世紀末からの徳島の藍産業
の発展や地域の状況の変容に
ついて，日本や世界の変化と結
び付いていることを理解している。

・19世紀末からの徳島の藍産業
や物流の仕組みの変化に着目し，
徳島の歴史と日本及び世界の歴
史との関連性について考察し，
表現している。

・徳島の事例を基に，地域と日
本や世界の歴史の関連性につ
いて振り返り，次の学習とのつな
がりを見出そうとしている。

（１）「歴史総合」に向けた取組

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」について

・単元構想（５時間相当）

学習指導案より一部抜粋

９ 単元の評価規準 【新課程】

17



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・技能

・徳島の事例を基に，地
域と日本や世界の歴史
の関連性について振り返
り，次の学習とのつなが
りを見出そうとしている。

・19世紀末からの徳島
の藍産業や物流の仕組
みの変化に着目し，徳島
の歴史と日本及び世界
の歴史との関連性につ
いて考察し，表現してい
る。

・自身の課題を踏まえ，
必要な資料を収集，選択
し，読み取った内容をま
とめている。

・19世紀末からの徳島
の藍産業の発展や地域
の状況の変容について，
日本や世界の変化と結
び付いていることを理解
している。

（１）「歴史総合」に向けた取組

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・単元構想（５時間相当）

学習指導案より一部抜粋

９ 単元の評価規準 【現行課程】
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時程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等

第
一
時

・「歴史＝当時の人びとの生きた
証」であることを意識する。

・身近な歴史である「徳島の繁栄
とその後の変化」について，古地図
をもとに読み取る。

・【基軸となる問い】の「答え」を導
くために，どのような資料が必要に
なるかを考察する。

●

● ●古地図から物流の仕組みに関係
がありそうなものを読み取っている。

●既習の知識や柔軟な発想から
「答え」を導くのに必要な資料とは
どのようなものかを考察し，ホワイト
ボードに記入している。

学習指導案より一部抜粋

11 単元の指導計画 （●･･･「学習改善につなげる評価」 ○･･･「評定に用いる評価」

【基軸となる問い】 １９世紀末から徳島にはどういう変化が起こったのか。それはなぜか。

【本時の問い】 「問い」への「答え」を導くのに必要なのは，どのような資料か

（評価資料）：ホワイトボード，発表
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時程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等

第
二
時

・本校の２年生のレポートから，扱う資料
によって「答え」に違いが生じることを読
み取る。

● ●同世代の生徒がまとめたレポー
トの内容やまとめ方と，前時で自分
が着目した点との違いを読み取っ
ている。

第
三
時

・第一時の活動で出された意見をもとに
グループを編成する。調べるテーマにつ
いてまずは個人で資料を探し，読解する。

・必要だと思われる資料を取捨選択して
読み取った内容をワークシートにまとめ，
さらに400字程度のレポートを作成する。

●

● ●自分の必要とする資料を探し，そ
の内容を読み取っている。

●読み取った内容をワークシートに
まとめ，レポートを作成している。

【本時の問い】 他者が述べる「答え」を比較しよう

【本時の問い】 資料に触れよう （評価資料）：ワークシート，レポート

（評価資料）：ワークシート，発表
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時程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等

第
四
時

・グループ間で各自のレポートを比較し，
内容の差異を確認した上でグループと
してのレポートを作成する。

● ● ●他者のレポートの内容との差異を確認す
る中で，自分の学習を振り返り，レポートをよ
りよく作成しようとしている。
●同じテーマで調べてもレポートの内容が
異なることを体験的に学んだ上で，さらに深
化したレポートを作成している。

第
五
時

・他のグループがまとめたレポートを全
て合わせて，【基軸となる問い】の「答
え」を各自が見出し最終レポートを作成
する。

・単元の学習を振り返り，今後の歴史の
学習にどのように生かしてしていくのか
ということについてまとめる。

●

○ ○ ○19世紀末からの徳島の藍産業や物流の
仕組みの変化をもとに，徳島の歴史と日本さ
らに世界の歴史との関連性について考察し
表現している。
○19世紀末からの徳島の藍産業の発展や
地域の状況の変容について，日本や世界の
変化と結び付いていることを理解している。
●徳島の事例を基に，地域と日本や世界の
歴史の関連性について振り返り，次の学習と
のつながりを見出そうとしている。

【本時の問い】 情報を共有しよう

【本時の問い】 「問い」への「答え」を出そう

（評価資料）：レポート

（評価資料）：レポート



（１）「歴史総合」に向けた取組
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・オンラインによる第１時の研究授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）
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授業スライドより抜粋①



（１）「歴史総合」に向けた取組
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・オンラインによる第１時の研究授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）
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授業スライドより抜粋②



生徒の思考

赤字：徳島の変化を探るには

何を調べたらよいか

（徳島に着目）

青字：徳島の変化の背景として

どんなことが影響しているか

（広い視点で）

【基軸となる問い】 １９世紀末から徳島にはどういう変化が起こったのか。それはなぜか。



（１）「歴史総合」に向けた取組
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・オンラインによる第１時の研究授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）
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単元の目標の確認
タブレットを使ったデジタル

データの読み取り

グループ内での意見発表地理教員との科目横断



小単元 主要概念（ＳＱ） 歴史的な見方・考え方

Ａ歴史の扉
（１）歴史と私たち
小単元のＭＱ
「19世紀末から徳島
にはどういう変化が起
こったのか。それはな
ぜか。」

ＳＱ「「問い」への「答え」を導くのに必要なのは，どのよ
うな資料か」 19世紀末を境に変化する

藍産業の推移

藍産業の推移に関係する
世界や日本の産業革命
＝国や地域をまたぐ事象
相互のつながり

ＳＱ「他者が述べる「答え」を比較しよう

ＳＱ「資料に触れよう」

ＳＱ「情報を共有しよう」

ＳＱ「「問い」に対するあなたの「答え」を出そう」

（１）「歴史総合」に向けた取組
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・第２～５時の実践
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（１）「歴史総合」に向けた取組

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」

・第２～５時の実践
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課題研究テーマ役割分担

１． 江戸～明治前半の徳島の「藍」の資料

A 江戸時代，誰が何のために藍をつくらせたのか？

B 徳島（の一部のみ？）ではなぜ藍づくりが可能なのか？

C 藍はどのようにどこへ運ばれたのか？

２． 各地で産業革命や貿易拡大が起こる明治時代後半(19世紀頃)

日本や世界と徳島の関係についての資料

A 明治時代，藍をめぐって徳島のライバルが出現！？

B 明治時代，物流の仕組みが変わる？



生徒の活動： 学校の図書室で資料を探してレポートを作成する

校内の図書だけでなく，

徳島県立図書館蔵書の図書等も

取り寄せ，約５０冊の図書が活用

できた
28



１A 江戸時代，誰が何のために藍をつくらせたのか↓

生徒のレポート

１B 徳島（の一部のみ？）では
なぜ藍づくりが可能なのか？ →



１C 藍はどのようにどこへ運ばれたのか？↓

生徒のレポート
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生徒のレポート

２A 明治時代，藍をめぐって

徳島のライバルが出現！？↓

２B 明治時代，物流の仕組みが変わる？ ↓



５つの視点の各代表と

なった生徒のレポートを

つなげて，

生徒各自が「問い」に

対する「答え」となる

最終レポートを仕上げる

32



小単元 主要概念（ＳＱ） 現代の諸課題

Ｂ「近代化と私たち」
（２）結び付く世界と
日本の開国

小単元のＭＱ
「日本は世界の国々
とどうつながって
いったのだろう」

①鎖国中の日本と外国の交流
ＳＱ「鎖国中の日本は外国とどう交流していたのか」 現代の諸課題

＝交流と侵略

交流
蘭学の発達
陶磁器や浮世絵
産業革命→日本の発展

侵略
産業革命→三角貿易

②18世紀までの蘭学の発達
ＳＱ「発達した蘭学を為政者はどう扱ったか」

③文化の伝播
ＳＱ「美術作品は世界にどんな影響を与えたか」

④産業革命の影響 ＊ＳＳＨ校内研究授業
ＳＱ「産業革命はイギリス・中国・インド・日本にどのような

影響を与えたのだろう」

⑤日本の産業革命
ＳＱ「日本と世界はどのようにつながっていくのか」

（１）「歴史総合」に向けた取組
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

(2)大項目Ｂ「近代化と私たち」 中項目(2)「結び付く世界と日本の開国」

・単元構想（５テーマ１０時間相当）の単元構想



（１）「歴史総合」に向けた取組
②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

(2)大項目Ｂ「近代化と私たち」 中項目(2)「結び付く世界と日本の開国」

・校内での第４時の公開授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）

授業スライドより
抜粋①

34



35

自作ワークシート：授業スライドより抜粋②

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

(2)大項目Ｂ「近代化と私たち」 中項目(2)「結び付く世界と日本の開国」
・校内での第４時の公開授業（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）



目標の確認 グループでの
意見交換

資料の読み取り

生徒が記入したホワイトボード
36



37

生徒が記入したワークシート

開国後の日本はどのようにすればよいか（生徒の主な意見）
・外国との対等な関係を築く（対話、外交重視）
・戦争を回避する方法を探る
・自国の産業を発展させる
・他国の様子を知り、対応策を考える など



38

自作ワークシート： 授業スライドより抜粋

(2)大項目Ｂ「近代化と私たち」 中項目(2)「結び付く世界と日本の開国」

・第５時（高校３年生の「世界史Ａ」にて実施）

②「歴史総合」を見据えた単元構想と授業実践報告



39

ワークシートから読み取れる生徒の変容

第３時授業スライドより抜粋

第５時授業スライドより抜粋

第４時をふまえて
思考の
深まり

交流が文化の発展に
つながった

交流のメリット・
デメリットをふま
えて開国を判断



（１）「歴史総合」に向けた取組

③本年度の取組の特徴

40

１．他教科（芸術など），他機関（徳島県立図書館，徳島県立博物館など）との連携

大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」では，

藍に関する教材研究や生徒用資料として，約５０冊の図書を活用できた

徳島県立博物館所蔵の古地図をデジタルアーカイブで活用できた

大項目Ｂ「近代化と私たち」 中項目（２）「結び付く世界と日本の開国」では，

第３時の文化の伝播 では芸術科の協力を得て浮世絵や陶磁器に関する作品集や

図書を活用できた



（１）「歴史総合」に向けた取組

③本年度の取組の特徴

41

２．ワークシートの改善（書き方の指示）

自分の考え → ペア（グループ）ワーク → クラス全体で共有

自分の考えと他者の意見を区分するために

ワークシートに自分で区切りを入れる，色を変えて書き加える 等の工夫をすることで

思考の広がりを視覚化する

ワークシートに関して今後改善すべき課題

思考の深まりが視覚化できる具体的な指示

授業前の自分の予想とその理由 → 授業中の取組

→ 何が足りないのか → どうすれば自分の思考がさらに深まるか

単に授業の感想を書くのではなく，自分の思考を振り返ることができるワークシート
を作成する



（１）「歴史総合」に向けた取組

③本年度の取組の特徴

生徒の工夫

・思考していることを図式化

・自分の考えと他者の考えの区分

（仕切りで区切る，色分け）

ワークシート自体の課題

まとめの記述についての指示が
曖昧で思考の変容が記せない

→授業「前」と「後」の変化と自
分の思考が変化した理由につい
て明記する形式に変更する

生徒の記述例

自分の考え 他者の意見



（１）「歴史総合」に向けた取組

④考査問題についての課題と改善

43

「世界史A」「日本史A」の定期考査は，世界史教員，日本史教員が共同で共通問題を

作成し，出題している（どちらの科目も同じ考査問題を解く）

１学期末考査では，授業中のプリントとほぼ同じ問い方で出題したため，

思考・判断・表現を問うはずの設問が，知識の再生になってしまった

得点差もほとんどつかず，概ね８０～９０点の生徒が続出

２学期末考査では，

授業で学習した「概念」（メディアの功罪，産業革命による世界の結び

つきやその功罪など）を別の資料や別の問い方で問うことで，生徒の

思考・判断・表現を図る ことを出題のねらいとする



（１）「歴史総合」に向けた取組

44

④考査問題についての課題と改善

１学期 授業中のワークシート

１学期末「世界史A」「日本史A」考査問題

問７ 下線部ｅについて，蝦夷地ではアイヌが先住
しており，江戸幕府は鎖国体制下においても松前
藩を通じて交易を行ってきた。アイヌの族長は蝦夷
錦という織物を着用していたが，この織物はどのよ
うにして蝦夷地にもたらされたか。別紙の配付資料
[Ⅳ]を用いて説明せよ。なお解答にあたっては，資
料の内容の読み取りを明記すること。（例：[Ⅳ]の図
から･･････ということが分かる。そのことから･･････と
考えられる。）



（１）「歴史総合」に向けた取組
④考査問題についての課題と改善

２学期 授業中のワークシート

【４】 次の８つの資料は18～19世紀のイギリス，インド，中国
の貿易に関する資料である。次の①，②どちらかの問いを
選んで答えよ。なお，解答するにあたって，資料から読み取
れることを具体的に指摘して説明する。資料番号は特に記
載しなくてよい。

• ① 18～19世紀のイギリスとインドの貿易の関係について
ある製品に着目しながら説明せよ。

• ② 18～19世紀のイギリスと中国の貿易の関係について
輸出入の品目や第三国の関与等に着目しながら説明せ
よ。

資料は授業中に用いたものであるが，複数の資料を
組み合わせて，自分の言葉で一つのまとまった内容
として答える

＝知識の再生ではなく，自分で表現する

２学期末考査問題 ※資料については著作権の都合により、掲載は控えます



（１）「歴史総合」に向けた取組

④考査問題についての課題と改善

【４】 次の８つの資料は18～19世紀のイギリ
ス，インド，中国の貿易に関する資料である。
次の①，②どちらかの問いを選んで答えよ。
なお，解答するにあたって，資料から読み取
れることを具体的に指摘して説明する。資料
番号は特に記載しなくてよい。

• ① 18～19世紀のイギリスとインドの貿易
の関係について，ある製品に着目しながら
説明せよ。

• ② 18～19世紀のイギリスと中国の貿易の
関係について，輸出入の品目や第三国の
関与等に着目しながら説明せよ。

イギリスとインドの貿易の関係についての答案

イギリスと中国の貿易の関係についての答案

２学期末考査問題

46



（１）「歴史総合」に向けた取組

47

④考査問題についての課題と改善

２学期末考査問題

【３】ポスターを見て後の問いに答えよ。
なお，ポスターについて考察するにあ
たって，描かれた年代やその頃の社会
情勢，国際関係等に着目するとよい。

問１ ポスターＡとポスターＢの関連性
について言及したうえで，ポスターＢが
意図している内容を考察し，説明せよ。

ポスターＡ

1931年以降 日本

ポスターB

1930年代 日本

※授業では大項目C 国際秩序の変化や大衆化と私たちの（２）「第一次世界
大戦と大衆社会」のうち「大衆社会の形成―メディアが示す国民」を実施

1920年代前後に描かれた複数の日本のポスター及び外国のポスターからメ
ディアの影響力について学習した。

定期考査では，授業で学んだ概念（メディアの功罪やその付き合い方）につい
て 初見のポスターから理解できているかを問う。



（１）「歴史総合」に向けた取組

48

④考査問題についての課題と改善
２学期末考査問題

【３】ポスターを見て後の問いに答えよ。
なお，ポスターについて考察するにあ
たって，描かれた年代やその頃の社会
情勢，国際関係等に着目するとよい。

問１ ポスターＡとポスターＢの関連性
について言及したうえで，ポスターＢが
意図している内容を考察し，説明せよ。

生徒の答案

ポスターＡ

1931年以降 日本

ポスターB

1930年代 日本



（１）「歴史総合」に向けた取組
⑤評価についての課題

49

・「学習改善につなげる評価」 評価資料：ホワイトボート，発表

大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」 第１時の評価（学習指導案より）

既習の知識や柔軟な発想から「答え」を導くのに必要な資料とはどのようなものかを考
察し，ホワイトボードに記入している。

「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導・手立て

これまでの「世界史Ａ」や「日本史Ｂ」の学習内容と今回の学習が結びついていないと
考えられるため，机間指導の際には口頭だけでなく教科書等を用いて視覚で理解させ
る等，生徒が思考しやすい状態をつくる。



（１）「歴史総合」に向けた取組
⑤評価についての課題

50

・「評定に用いる評価」 評価資料：レポート

大項目Ａ「歴史の扉」 中項目（１）「歴史と私たち」 第５時の評価（学習指導案より）

• 19世紀末からの徳島の藍産業や物流の仕組みの変化をもとに，徳島の歴史と日
本さらに世界の歴史との関連性について考察し表現している。

• 19世紀末からの徳島の藍産業の発展や地域の状況の変容について日本や世界の
変化と結び付いていることを理解している。

「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導・手立て

古地図の読み取りや藍産業の推移のグラフなど，該当生徒が関心を示しやすい資料を
用いて，断片的に口頭または筆記による内容の整理を促す。断片的理解をつなぎ合わ
せられるように，図式化や箇条書き等の手順を経て，短文から徐々にまとまりのある文
章の作成へと導く。



（１）「歴史総合」に向けた取組
⑤評価についての課題

51

・考査問題における評価（２学期末考査の採点基準）

試行錯誤しながらの模範解答づくりや採点基準づくり

【３】ポスターを見て後の問いに答えよ。なお，ポスターについて考察するにあたって，描かれた年代や
その頃の社会情勢，国際関係等に着目するとよい。

問１ ポスターＡとポスターＢの関連性について言及したうえで，ポスターＢが意図している内容を考察
し，説明せよ。

ポスターＡは京都駅前の丸物という百貨店の案内である（新館完成の大売出しの宣伝をしている）。
ポスターＢでは，その丸物の店内（催し物コーナーなど）で（国防協会や陸軍省・海軍省が主催する）
第二線国防大展覧会を開催している。この２つから，人の集まりやすい百貨店で戦争に関するイベン
トを行うことで，より多くの国民に戦争についてアピールすることを意図していると考えられる。

①Ａが百貨店のポスターであることを指摘している②Ｂの会場が百貨店であることを指摘している

③人の集まりやすい百貨店で戦争に関するイベントを行っている

④Ｂが大衆に戦争について肯定的に知らせることを意図している ①②③④それぞれで部分点あり

生徒の答案は，まちまちである。

読み取れている部分についての説明の仕
方や，時代背景についての説明の仕方な
どが多様で，基準の設定が難しい。

→発問の仕方の工夫も必要

例：ポスターBのイベントの主催者がなぜ
そこでそのイベントを行おうとしたのか
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生徒アンケートの変容（２年歴史）
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生徒アンケートの変容（３年歴史）
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地理的な視点を
意識する生徒の
割合増加
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生徒アンケートの変容（３年歴史）
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生徒アンケートの変容（３年歴史）
地理的・歴史的な観点から、現代社会の諸課題について考えたことがありますか？

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない
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現代社会の諸課題
について考えた
生徒の割合増加
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３.今年度の取組

（２）「地理総合」に向けた取組

タブレットを活用したSDGSを考える授業実践 「地理総合」を見据えた実践

56
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生徒アンケート（地理・５月）

・歴史的な視点が意識
できていない
・授業と現代の諸課題
が結びついていない

将来とのつながりを
意識している

分析結果

※生徒の実態やアンケート結果
を踏まえ授業改善，単元構想へ
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（２）「地理総合」に向けた取組

①育てたい生徒像

②「地理総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目C「持続可能な地域づくりと私たち」

中項目（１）「自然環境と私たち」

（２）「生活圏の調査と地域の展望」について

単元構想（７時間相当）

③本年度の取組の特徴

④考査問題並びに評価についての課題と改善
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単元の目標（学習指導案より一部抜粋）

・にし阿波地域について，急速な少子高齢化と人口減少の問題や，それぞれの地域で

の持続可能な地域づくりに向けた取組があることを理解する。

・にし阿波地域を題材にして，過疎地域の活性化の取組について，フィールドワークで

のインタビュー調査や自らで複数の資料や統計データにあたり，考察したことを表現で

きる。

・生活圏内や生活圏外との結び付き，地域の成り立ちや変容，持続可能な地域づくりと

いった多面的・多角的な視点を持つことの大切さに気付く。

（２）「地理総合」に向けた取組
②「地理総合」を見据えた単元構想と授業実践報告

（１）大項目C「持続可能な地域づくりと私たち」

中項目（１）「自然環境と私たち」（２）「生活圏の調査と地域の展望」

単元構想（７時間相当）
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小単元 主要概念（ＳＱ） 地理的な見方・考え方

C 持続可能な地域づく
りと私たち
（１）「自然環境と私た
ち」
（２）「生活圏の調査と地
域の展望」について

小単元のＭＱ
「世界農業遺産にし阿波
地域にはどのような暮ら
しがあるのか。どうすれ
ば持続可能な地域づくり

ができるだろうか。」

ＳＱ 【世界農業遺産にし阿波地域にはどのような特徴が
あるだろうか。】 「地域」

・にし阿波地域にはどのよう
な特徴があるのか。
・なぜにし阿波地域はそのよ
うになったのか。
・にし阿波地域をどのような
地域にすべきか

ＳＱ 【持続可能な地域づくりのためにどのような取組が
行われているのだろうか。】

ＳＱ 【現在行われている取組にはどのような課題がある
のか。またその解決のためには何が必要だろうか。】

ＳＱ 【4つの視点（国際・ESD・防災・農業）からこれま
での問題点の解決策を考えよう。】

ＳＱ 【どうすれば持続可能な地域づくりができるだろう
か。】

②「地理総合」を見据えた単元構想と授業実践報告
（１）大項目C「持続可能な地域づくりと私たち」
中項目（１）「自然環境と私たち」（２）「生活圏の調査と地域の展望」
単元構想（７時間相当）

（２）「地理総合」に向けた取組



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・にし阿波地域における持続可能
な地域づくりに向けた取組につい
て理解している。
・生活圏の調査を基に，探究する
方法について理解している。

・にし阿波地域について，「空間
的相互依存作用」と「地域」に着
目して，にし阿波地域にはどのよ
うな暮らしがあるのかやどうすれ
ば持続可能な地域づくりができ
るのかなど，課題解決に求めら
れる取組などを多面的・多角的
に考察，構想し，表現している。

・にし阿波地域で見られる課題に
ついての関心と課題意識を高め，
どうすれば持続可能な地域づくり
ができるのかについて,主体的に
追究，解決しようとしている。

（２）「地理総合」に向けた取組

単元の評価規準 【新課程】（学習指導案より一部抜粋）

②「地理総合」を見据えた単元構想と授業実践報告
（１）大項目C「持続可能な地域づくりと私たち」
中項目（１）「自然環境と私たち」（２）「生活圏の調査と地域の展望」
単元構想（７時間相当）

62



関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・技能

・にし阿波地域について
の関心と課題意識を高
め，それを意欲的に追究
し捉えようとしている。

・地形に着目し，にし阿
波地域の産業やくらしの
特徴を考察し，表現して
いる。
・にし阿波地域の傾斜地
農耕システムの仕組みの
変化について考察，表現
している。

・地理情報システムや地
形図などから，読み取っ
た内容をまとめている。
・フィールドワーク（出前
授業）で聞き取った情報
やデータを用いて口頭で
説明したり，文章や図・
表にまとめたりする技能
を身に付けている。

・にし阿波地域の傾斜地
農耕システムの仕組みや
地域の状況の変容につ
いて理解している。

（２）「地理総合」に向けた取組

単元の評価規準 【現行課程】（学習指導案より一部抜粋）

②「地理総合」を見据えた単元構想と授業実践報告
（１）大項目C「持続可能な地域づくりと私たち」
中項目（１）「自然環境と私たち」（２）「生活圏の調査と地域の展望」
単元構想（７時間相当）
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時程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等

第
一
時

・事前のアンケートに答える。

・地図を見てにし阿波地域の自然環
境を概観し，地域の特徴を捉える。

・にし阿波地域の人口の推移や年齢
別人口構成の推移から，人口や都市・
村落に関連する地理に関わる事象を
見いだす。

●

● ●地形図やGoogle Mapから地形的
な特徴を読み取ったり,RESASのデー
タや地理情報システムの情報をもと
に，にし阿波地域の人口や居住に関す
る特徴を読み取ったりしている。
●にし阿波地域の課題を見いだそうと
している。

学習指導案より一部抜粋

11 単元の指導計画 （●･･･「学習改善につなげる評価」 ○･･･「評定に用いる評価」

【基軸となる問い】 世界農業遺産にし阿波地域にはどのような暮らしがあるのか。

どうすれば持続可能な地域づくりができるだろうか。

【本時の問い】 世界農業遺産にし阿波地域にはどのような特徴があるだろうか。

（評価資料）：ワークシート，発表
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時程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等

第
二
時

・事前にフィールドワークに参加したグループの代
表生徒（ファシリテーター）による報告を聞き，グ
ループ内または全体で共有する。

・これまでの授業内容を振り返り，ワークシートに
整理する。

●

○

●ファシリテータ－の報告と前時に作成し
たワークシートと見比べながら，地域の強
みや課題を見いだし，ワークシートに記入
している。
○地理情報システムや地形図，聞き取り
調査などから，『にし阿波地域の持続可能
な取組』に関する資料を収集し，有用な情
報を選択して読み取ったりしている。

第
三
時

・ゲストティーチャー①（世界農業遺産担当者）の
話を聞き，にし阿波地域の自然的特徴を把握す
る。
・ゲストティーチャー②（にし阿波地域の民泊経営
者）の話を聞き，にし阿波地域の社会的特徴を把
握する。

●

●

●にし阿波地域の自然的特徴及び世界農
業遺産認定の効果や継続の課題について
理解している。
●にし阿波地域の社会的特徴及び観光開
発の成果と課題について理解している。

【本時の問い】 世界農業遺産にし阿波地域にはどのような特徴があるだろうか。

【本時の問い】 持続可能な地域づくりのためにどのような取組が行われているのだろうか。

（評価資料）：ワークシート，発表

（評価資料）：ワークシート



時程 学習活動 関 思 技 知 評価規準等

第
四
・
五
時

・各自でまとめた地域的課題を解決しうる要素に
分け，ウェビング図を含むワークシートにまとめる。

● ●地域的課題を要素に分け，整理してい
る。

第
六
時

・担当グループごとに，視点を決め,持続可能な地
域づくりを行うための方策を考察する。
・他のグループの発表内容も考慮し，【基軸となる
問い】の「答え」を各自が見出し最終意見を作成
する。

●

○

●問題点の対するそれぞれの視点から具
体的な方策を示している。
○持続可能な地域づくりのための方策に
ついて多面的・多角的に考察し，自分の意
見としてまとめている。

第
七
時

・単元の学習を振り返り，今後の地理の学習にど
のように生かしてしていくのかということについて
まとめる。
・新たな課題を見つけるための方法や次の計画を
立案する。

○

○

○学習の方法を振り返り，今後の地理の
学習につなげようとしている。

○地理的な課題の解決に向けて探究する
手法などについて理解している。

【本時の問い】 現在行われている取組にはどのような課題があるのか。またその解決のためには何が必要だろうか。

【本時の問い】 ４つの視点（国際・ESD・防災・農業）からこれまでの問題点の解決策を考えよう。

（評価資料）：発表

（評価資料）：ワークシート，発表

【本時の問い】 どうすれば持続可能な地域づくりができるだろうか。 （評価資料）：ワークシート



「地理総合」を見据えた単元構想

授業スライドより抜粋
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事前フィールドワーク

第６時のグループ学習出前授業（つるぎ町役場） 出前授業（民宿うり坊経営者）

「地理総合」を見据えた単元構想

第１時の課題発見学習 第５時のウェビングマップ
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生徒のワークシート【問い：世界農業遺産にし阿波地域にはどのような特徴があるだろうか。】

【地理は苦手ではあるが，積極的に読み
取りを行っている生徒の例】

資料以外からも歴史的背景や生活経験を
踏まえて書かれたワークシート

※他にも，地理院地
図を用いて傾斜を読
み取ったり，個人で
地域住民から話を聞
いてきた生徒も見ら
れた。
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70

大きな変容が見られた生徒のワークシート

地理が本当に苦手で解釈に誤りがありつつ
も，徐々に意識の変容が生まれ始める

【第1・2時】↓ 【第4・5時】→



71

【第6時】

思考の深まりを感じ，自らの力で解
決方法を見いだすようになった



③本年度の取組の特徴

72

１．昨年度作成した，地理歴史融合の授業実践の推進

（「世界史A」・「地理B」の授業の中で）

２. フィールドワークを取り入れた単元構想

※今年度はコロナ禍のため，代表生徒のみの参加

３. ICEモデルを活用した「地理B」での授業実践と評価

（２）「地理総合」に向けた取組
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（２）「地理総合」に向けた取組

ICＥモデルを

活用した授業実践



生徒の活動： スライドを見ながらレポートを完成させていく

授業スライドより抜粋

ICEモデルを活用した授業
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生徒の思考の変容を見取るワークシート（「地理B」：世界の人口問題）

ワークシートの工夫

・グローバルな視点からローカル
な視点へとスケールダウンして考
えさせる工夫

・思考していることを図式化

※そう考えた理由や予想を記述

・自分の考えと他者の考えの区分

（仕切りで区切る，色分け）

ワークシート自体の課題

・どのような思考で考えたかは読
み取れるが、変容までには至って
いない。

・右の欄の人口ピラミッドの指示
が曖昧で人によって形や目盛が
ばらばら
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④考査問題並びに評価についての課題と改善

昨年度までに比べると思考力を働かせる問題の改善が進んだが，まだまだ改善が必要
生徒の正答率が低下

（２）「地理総合」に向けた取組

7676

テスト問題の採点基準
A：根拠や背景にまで触れている解答
B：事実の羅列のみの解答
C：問題の理解ができていない

１学期期末考査（7月）
【受験者45名】

A：６名
B：34名

C：５名

２学期期末考査（12月）
【受験者45名】

A：１８名
B：２２名
C：5名

Aの増加には成功したものの，Cは横ばい
【課題】
さらなる指導と評価の一体化→C評価の生徒に対する指導の工夫
観点別評価に合わせた考査問題の作成
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1学期の期末考査までは地
理が苦手で50点を超えたこ
とがなかった生徒の答案
（3年生２学期末）

・昨年の反省を活かし，考査問題も科目の枠を超えて作問＆解答の議論
・生徒の記述力・思考力は確実にアップ
・模試の平均点やマークの選択問題でも正解率がアップするなど着実な底上げに成功



歴史的な視点
を意識する生
徒の割合増加

5%
24%

31%

40%

２年地理（５月）

1

2

3

4

6%

36%

48%

10%

３年地理（５月）

1

2

3

4

7%

48%
40%

5%

２年地理(１２月）

12%

72%

16%

３年地理(１２月）

歴史的な視点で地理を見たり考えたりすることを意識していますか？

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

生徒アンケートの変容（地理）
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地理の授業実践を通して見られた変化①

◎意識の変化
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◎知識活用力の向上

◎理解の深まり

地理の授業実践を通して見られた変化②
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◎他教科への波及

地理の授業実践を通して見られた変化③

◎苦手意識の克服



現代社会の諸課題
について考えた
生徒の割合増加

地理的・歴史的な観点から、現代社会の諸課題について考えたことがありますか？

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

36%

24%

22%

18%

２年地理(５月）

1

2

3

4

10%

41%35%

14%

３年地理(５月）

1

2

3

4

12%

49%

34%

5%

２年地理(１２月）

21%

57%

19%

3%

３年地理(１２月）

生徒アンケートの変容（地理）
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将来とのつながり
をさらに意識する
ように

選択した科目は将来役に立つと思いますか？

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

生徒アンケートの変容（地理）

60%
29%

9%

2%

２年地理(５月）

1

2

3

4

48%
44%

8%

0%

３年地理(５月）

1

2

3

4

52%45%

3%

２年(１２月）

56%
40%

3%

1%

３年地理(１２月）
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コロナ禍でも
主体的に学べた
生徒が約８割

主体的で対話的な学びはできましたか？

１よくあてはまる ２あてはまる ３あまりあてはまらない ４あてはまらない

生徒アンケート（３年１２月）

26%

61%

11%

2%

３年日本史

15%

75%

5%

5%

３年世界史

23%

59%

18%

３年地理

1

2

3

4

84



○３年歴史，２・３年地理で肯定的意見が増加
○コロナ禍でも主体的で対話的な取組ができたと感じる
生徒が３年生ではどの科目も８割程度
→ 実践の中心である「世界史Ａ」「日本史Ａ」を

３年生で実施しているから？
●２年歴史で否定的な意見が増加

→ 資料読み取りの難しさを実感？
●肯定的な意見が増加した項目も十分な成果とはいえない

生徒アンケートの変容（概要）

継続した取組が必要
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Ⅰ 本校の概要
１ 本校の紹介
２ これまでの流れ

Ⅱ 本校における教育課程研究指定校事業
１ 研究テーマ及び研究仮説
２ １期目（２年間の成果と課題）

３ 今年度（第２期１年目）の取組
（１）「歴史総合」に向けた取組
（２）「地理総合」に向けた取組

Ⅲ 課題と今後の取組
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本日の発表
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今年度の課題（全体①）

①単元構想，評価規準の策定，教材作り，資料選びに
非常に多くの時間を要した
→地歴科のチームワークが必要

②明確なビジョンを持たないと生徒はついてこない
→目指す生徒像，分かりやすい問いの構造化など

③観点別評価を意識した評価規準を設けられていない
→学期前や考査前などに事前の協議や準備が必要
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今年度の課題（全体②）

④科目相互の見方・考え方の意識付け
→一貫した授業作りを行うことで生徒の

資質・能力は向上

⑤学校や生徒の実情に応じた教材作り
→地理・歴史の教員が相互に授業を行ったり，

ティームティーチングで授業を行うことも有効
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今後の取組

①他教科や他機関との連携を一層進める
→教員自身が多様な見方・考え方を身に付けたうえで，
授業を受ける生徒の実態に合わせて教材を選択でき
れば，生徒の興味や理解が一層進むことが期待できる

②観点別評価の理解を一層進める
→当面は中学校の観点別評価を参考にして評価規
準の検討を進め，指導と評価の一体化による授
業改善に役立てる


